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2019年夏 オープンスクール開催報告

七夕会を終えて

　7月20日（土）オープンスクールを行いました。
　午前中は「看護学生になろう」をテーマに市内の小学生
中学生 7 名、午後は「看護師になる！ おいでよはまかん」
をテーマに県内外の高校生 47 名の参加がありました。また、
高校生の保護者の参加もあり、模擬授業や看護体験を見学
され「学校の雰囲気がいいですね」「学生が頑張っている様
子に好感を持ちました。」などうれしい意見をいただきました。
　次回は 10 月 20 日の学校祭で本校の様子や学生のエネル
ギーを感じていただければと思います。進路相談のブースも
設けますので看護を進路に考えていらっしゃる学生、保護者、
社会人の方々、どうぞお気軽にお越しください。

　

　

　

　7 月 3 日に浜田医療センター１階ホールで、浜田医療セン
ター附属看護学校、浜田医療センターおおぞら保育園と合同
で七夕会を行いました。行事運営委員会として行動する初め
ての学校行事だったので上手くいくかとても心配でした。で
すが、担当の先生と先輩方のご指導、ご協力を頂き、七夕
会を無事終えることができました。
　当日の出し物として、１年生は、「きらきら星」と「七夕さま」
をハンドベルで演奏しました。ハンドベルを演奏するのは初
めてという人が多く上手くいくか心配でしたが、本番はきれい
な音色を奏でることができました。また、おおぞら保育園の
園児たちと合同で「パプリカ」のダンスを踊り、見に来てく
ださった方々に楽しんで頂くことができました。当日は、司会
もさせていただき、とても良い経験になりました。この経験
をこれから生かしていければと思います。
　最後になりますが、七夕会開催にご協力いただいた先生方、
病院の方々、園児たち、見に来てくださった患者さん・保護
者の皆様に感謝いたします。ありがとうございました。また、
皆様に書いていただいた短冊は、出雲大社出雲分詞に納め
させていただきました。そして、皆様の願い事が叶うことを願っ
ています。

　7 月 3 日浜田医療センターの方で七夕会を行いました。1
年生は初めての七夕会だったので上手くできるかすごく心配で
したが、同級生や先輩方、先生や浜田医療センターの方々
に協力してもらえたので無事に終えることができました。今
回、おおぞら保育園の園児と共に「パプリカ」のダンスを踊
るという初めての体験をしました。一緒に練習できた時間は
少ししかありませんでしたが、いざ本番となると園児も私達も
楽しく踊ることができました。ハンドベルも七夕会が開催され
る以前から練習をはじめていたので本番もきれいな音色を届
けられたと思います。たくさんの願い事が書かれている短冊
を見てみんなの願い事が叶うといいなと思っています。今回、
七夕会に協力して下さった、皆様ありがとうございました。来
年も楽しい七夕会になるよう頑張っていきたいと思います。

　今回、七夕の会を企画している中で、地域の方より、「よ
く飾ってある短冊は自分の願いを書いてあることが多いけど、
浜田医療センターにある短冊はほかの人のことを願っている
ものが多くあり、気持ちがよい」というご意見をいただいた
という話を聞きました。
　今年度も笹飾りに 422 枚と多くの願いを込めていただいて
いました。その中で、ご意見をいただいた通り、身近な人
が健やかに過ごされることや入院患者さんが少しでも良くなる
ことを願われているものが多くみられ、企画した学生自治会
でもとてもうれしく思いました。集めた短冊は、皆さんの願
いが一つでも多く叶いますようにと願い、7 月 16 日に行事運
営委員の学生とともに出雲大社石見分祠へ奉納させていただ
きました。

教員　畑中 美保

沐浴前のバイタルサイン測定

創傷処置

看護学生との交流会

七夕の笹に願いをこめて

看護学生・保育園時によるイベント

1年生　大国 希帆

1年生　澁谷 優衣

3年生　内田 るな

在宅看護論実習で
「地域で暮らすこと」
を考えて

　私は、在宅看護論実習である女性を受け持たせていただ
きました。その女性はパーキンソン病を患っており、元気に
なりたいという本人の思いとは真逆に病状がどんどん進行し
ていき、自力では動けない状態にありました。主に夫が介
護をしていたのですが、夫も高齢でできる介護が限られてい
るという「老々介護」を目の当たりにしました。奥さんの言
おうとしていることを最後まで読み取ろうとしたり、できるこ
とは自分でしようと献身的な夫を見て、普段病棟で実習を
行っている私は退院のことしか考えておらず、ただ元気になっ
て退院できればそれがゴールだと思っていたことに気づきま
した。しかし在宅に行くとそうではなく、退院後も自宅で医
療処置を続けている方もおり、その多くは老いた配偶者に
吸引やオムツの交換を行ってあげているという状況でした。
私はこの状況を見て退院のことだけを考えた看護ではなく、
退院後それぞれの家に帰り過ごす患者さんのイメージを持
ち、それに沿った個別性のあるケアを行い、退院後を見据
えた看護を行っていこうと思いました。また在宅ではケアを
行う中心は家族であるので、患者さんはもちろん、家族の
不安や悩みなどに傾聴・共感という姿勢を持って向き合うこ
とも大切であるということも学びました。
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なぜオープンスクールに参加しようと考えましたか。（複数回答有り）
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　私たちは 7月19 日に高砂ケアセンターで開催されたお祭り
で模擬店販売のボランティアに参加しました。はじめ私たち
は上手く連携が取れず販売がスムーズにいきませんでしたが、
自分たちで役割を決めて少しずつ効率がよくなり、最後には
完売することができました。また、商品を手渡す時に「あり
がとう。」と言葉をかけていただき、いろいろな方とふれ合う
機会となりうれしく思いました。
　私たちがお年寄りの方と直接かかわることはありませんでし
たが、車いすを押す時のペースや耳の遠いお年よりの方への
配慮など、実際に現場で見ないとわからないことを間近で見
て学ぶことができ、勉強になりました。
　このボランティアを通して、連携を取ることの大切さと難し
さを知りました。また、感謝の言葉がやりがいになることも知
りました。学んだことを医療現場に出た時に活かしていきたい
です。またこのような機会があれば参加したいと思います。

● 牛肉のカットステーキ　● 秋刀魚と秋野菜の天ぷら
● さつま芋とりんごの塩サラダ　● 五目ごはん
● 卵スープ　● 南瓜タルト

● 牛肉の串カツレツ　● さつま芋とりんごの塩サラダ
● 秋刀魚ときのこのオープンサンド　● 根菜のボロネーゼ
● 卵スープ　● 南瓜タルト

秋の特別メニュー 栄養管理室

和食 洋食

　入院されている皆様の食事サービス向上のため、特別メ
ニューとして趣向を凝らした御料理を和食と洋食の２種類
ご用意させていただいております。
　御料理の内容は、旬の食材や地元の特産品を使用し、季節
感の味わえる内容に仕上げております。御品書きには、使用
している食材の栄養成分についてや、それぞれの料理に込
めた思いを添えさせていただいております。
　季節ごとにメニューを更新し、旬の食材をはじめ、注目を
集めている食材や調理法を取り入れていきたいと思ってお
ります。ぜひ一度お試しください。

※和食メニュー、洋食メニューどちらかお好きな方を選択してください。
※主治医の許可が必要なためお断りする場合がありますのでご了承ください。

特別メニューは
●実施日

●対　象

●料　金

夕食　曜日ごとに病棟交代
月 3北・3南　　水 4北・４南
金 5北・５南・緩和
並菜の患者さん
※先着5名様まで（アレルギー等の対応はできません）
別途1,000円（税込み）いただきます。

高砂ケアセンターの夏祭りボランティアを終えて 1年生　口屋 里菜

学校祭お知らせ
　今年のテーマは、「和気あいあい～令和と共に彩を～」です。日頃からお世話になっている地域の方々に、
笑顔で楽しい時間を過ごして頂けるように準備をしております。皆様のお越しをお待ちしております♪

来場者用の駐車場はございませんので、ご参加の際には、
公共交通機関、民間の駐車場などのご利用をお願いします。

●山陰本線浜田駅より徒歩3分
●広島駅から浜田道高速バスで約1時間50分
●山口方面から
　新山口－（山陽本線）－益田－（山陰本線）－浜田
●松江方面から
　松江－（山陰本線）－浜田 特急約1時間40分

［ お問い合わせ先 ］

独立行政法人国立病院機構

浜田医療センター附属看護学校
〒697-8512 島根県浜田市浅井町777-12
JR浜田駅前 浜田医療センター隣

☎0855-28-7788
 FAX.0855-28-7789

スマホをご利用の方は
こちらから

https://hamada.hosp.go.jp/kango/index_00001.html

３０～６０分■休憩時間

時間給／９００円
諸手当／通勤手当、超過勤務手当
賞　与／年２回７万円程度
社会保険等／健康保険、厚生年金保険、

雇用保険

■給　　与 お問い合わせ先
独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター
〒697-8511  島根県浜田市浅井町777-12

）時71～時9日平（  5050）52（5580☎
担当： 管理課人事担当

・医療チームの役割について
・医療安全
・感染予防対策
・車いす移送、食事介助、入浴介助など日常生活に
   かかわる業務の講義と実技演習など

研修内容週２４ー３２時間で定めます。
※上記時間となるようシフトを組みます。

①７：００～１３：３０
②７：００～１５：００
③９：００～１５：３０

■勤務時間

④１１：００～１７：３０
⑤１１：００～１９：００
⑥１２：３０～１９：００

メッセンジャー 環境整備 食事の配膳 シャワー浴

《主な仕事内容》

看護補助者
（メディカルアシスタント）〈非常勤職員〉

募集

※雇用期間：令和2年3月31日まで（更新の可能性あり）
■内　　容 看護補助業務（若干名）　

院内の研修も充実しているので、初心者の方も大丈夫です。
勤務は週24-32時間で定め、遅出の時は朝ゆっくりできます。
平日にも休日があるので用事もすませることが可能です。

　みなさんは看護補助者という仕事をご存知ですか？
看護補助者は医療の現場で看護師のサポートをする仕事です。看護補助者として働く際は、資格は必要ありません。
やりがいを感じることができる素敵な職業です。幅広い年齢層の方が元気に働いています。
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